
「外国人留学生」の就職に関する課題
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③業界研究・企業研究が不十分

◆外国人留学生の就職及び定着状況に関する調査結果 ◆平成29年度私費外国人留学生生活実態調査

▶ 外国人留学生や高度外国人材へのアンケート調査（複数回答可）によると、就職活動上の課題として、

「日本の就職活動の仕組みがわからない」、「留学生用就職情報の充実」を挙げる者が多く、日本特有の

就職活動への情報不足が見て取れる。

◆外国人留学生の就職及び定着状況に関する調査結果

出典：「外国人留学生の就職及び定着状況に関する調査結果」
2015年3月新日本有限責任監査法人（経済産業省委託事業）

出典：「平成29年度私費外国人留学生生活実態調査」2019年1月（独）日本学生支援機構

出典：「外国人留学生の就職及び定着状況に関する調査結果」
2015年3月新日本有限責任監査法人（経済産業省委託事業）

▶ 他方、企業から見ても、コミュニケーション能力に加え、「日本企業における働き方の理解が不十分」

とする企業も多く、日本の企業に特有の文化・雇用慣行に関する情報不足も課題である。

①外国人留学生向けの求人が少ない

②日本の就職活動の仕組みが分からない

③日本語による適性試験や能力試験が難しい

④業界研究や企業研究の仕方が分からない

⑤日本語での面接対応が難しい

⑥企業がどのような人材を求めているのか不明

⑦入社後の仕事内容が不明確

⑧日本語による書類の書き方が分からない

①日本語能力が不十分

②日本企業における働き方の理解が不十分

③業界研究・企業研究が不十分
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①留学生用就職情報の充実

②在留資格の変更手続きの簡素化、期

間短縮

③企業主催の留学生用就職説明会の

充実

④在留資格の変更の弾力化

⑤留学生用インターンシップの充実

①留学生用就職情報の充実

②在留資格の変更手続きの簡素化、期間短縮

③企業主催の留学生用就職説明会の充実

④在留資格の変更の弾力化

⑤留学生用インターンシップの充実

留学生に対し、留学早期から、日本の
就職活動に関する情報提供を行い、日
本の就職活動トラックに乗り遅れない
よう、大学とハローワークがより一層
連携して取り組む必要がある。
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